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〔症例報告〕

十二指腸乳頭部癌のリンパ行`性進展経路を

連続性に捉えることのできた１切除例
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要旨：十二指腸乳頭部癌で，原発巣からのリンパ行'性進展経路を病理組織学的に捉える
ことのできた症例を経験したので報告する患者は８０歳男性，主訴は特にない．高血圧症
で近医通院中に，肝機能障害にて腹部ＣＴを施行され，下部胆道閉塞を指摘された内視
鏡検査，生検で潰傷型の乳頭部癌と診断された画像上，リンパ節転移を示唆する所見は
なかった．切除標本の病理所見では，膵頭後面のリンパ管内に広く癌細胞が存在した．後
面上部では，癌細胞は後上膵十二指腸動脈に沿って連続性にみられたが，前面の前上膵十
二指腸動脈周囲や胃十二指腸動脈近傍にはみられなかった．後面下部では，後下膵十二指
腸動脈，前下膵十二指腸動脈に沿って連続性に上陽問膜動脈の下膵十二指腸動脈分岐部へ
と進展していた当症例は，乳頭部癌のリンパ行`性進展を連続性に捉えることができ，乳
頭部癌のリンパ流域（lymphaticbasin）を理解するのに貴重な症例であると考えられた

索引用語：十二指腸乳頭部癌リンパ行性進展腹側膵
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WBC5,100ｍ/
RBC401×104ルノ
Ｈｂｌ２７ｇ/d/
Ｈｔ39.0％

Plt24.1×104ルノ
QRP-07mg仙
工BiL2.7ｍｇ/Ｗ
ＤＢｉＬ－１５ｍｇ/dｌ
ＡＳＴ3071Ｕ/Ｌ

Ⅲ伽Ⅳ肌ⅢＱ蛎皿》

261ｍ/Ｌ

131ｍｇ/dノ

７２９/dノ

４．６９/dノ

１７ｍｇ/dノ

0.96ｍｇ/d／

851Ｕ/Ｌ

５０ｍｇ/d／

254ｍｇ/dノ

膵臓は発生学的に腹側膵・背側膵とが回転・癒

合し，後腹膜に固定されて形成されるため，膵頭
部領域癌のリンパ行性進展経路は非常に複雑で観
察しにくく，また発見されたときにはすでに大き
な腫瘤を形成して本来のリンパ系が破壊され，腫
瘍に置き換わっていることも多く，十分な理解が
なされていない．最近我々は，十二指腸乳頭部魑
で，原発巣からのリンパ行性進展経路を病理組織
学的に捉えることのできた，貴重な症例を経験し
たので報告する．
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症例

患者は８０歳，男性であった主訴は特になかつ
たが，高血圧症にて近医通院中の２００４年１１月に

血液検査で肝機能障害を認めたため腹部ＣＴを施
行され’下部胆道に閉塞を指摘ざれ治療目的にて

当科紹介となった．入院時身体所見では黄疸・貧
血はみられず，腹部は平坦かつ軟で，肝・脾も触
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